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徳
田
安
春
氏
が
雑
誌
の
コ
ラ
ム
で

使
用
し
て
お
り
、
ま
さ
に
言
い
得

て
妙
と
感
じ
い
っ
た
▼
生
活
習
慣

病
と
い
う
言
葉
に
は
自
ら
の
罪
を

償
う
た
め
に
十
字
架
を
背
負
わ
さ

れ
る
よ
う
な
重
さ
が
あ
る
。
生
活

習
慣
に
関
係
す
る
疾
病
が
多
い
こ

と
に
異
論
は
な
い
が
、
提
唱
者
で

あ
る
日
野
原
重
明
氏
の
思
惑
と
は

裏
腹
に
、
疾
病
の
自
己
責
任
論
を

生
み
出
し
政
治
的
に
利
用
さ
れ
て

き
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
▼

糖
尿
病
や
肥
満
は
遺
伝
的
背
景
と

環
境
要
因
の
両
方
が
影
響
す
る
。

治
療
に
当
た
っ
て
は
生
活
環
境
に

ア
プ
ロ
ー
チ
せ
ざ
る
を
得
な
い
た

め
、
悪
し
き
習
慣
を
見
つ
け
る
と

医
療
者
は
自
動
的
に
生
活
改
善
を

要
求
す
る
。
し
か
し
、
自
ら
が
選

択
し
た
結
果
と
し
て
の
病
気
と
は

い
え
、
今
の
日
本
に
自
分
の
生
活

環
境
を
自
由
に
選
択
で
き
る
人
が

ど
れ
ほ
ど
い
る
の
か
を
考
え
る

と
、
選
ん
だ
責
任
を
個
人
一
人
に

負
わ
せ
続
け
る
こ
と
は
理
不
尽
で

は
な
い
か
▼
２
０
０
０
年
か
ら
始

ま
っ
た
健
康
日
本
21
で
策
定
さ
れ

た
59
目
標
の
う
ち
10
年
間
で
達
成

で
き
た
の
は
わ
ず
か
10
項
目
、
メ

タ
ボ
や
糖
尿
病
の
合
併
症
を
減
ら

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
経
済
低
迷
に
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
が
加
わ
っ
た
時
期
で

あ
る
。
生
活
習
慣
は
社
会
の
影
響

を
大
き
く
受
け
る
▼
国
民
の
社
会

的
、
経
済
的
格
差
を
是
正
し
て
食

生
活
や
運
動
習
慣
を
取
り
入
れ
や

す
く
す
る
工
夫
は
政
策
で
行
う
べ

き
部
分
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
政

策
習
慣
病
に
変
更
し
て
は
と
徳
田

氏
は
勧
め
る
の
だ
が
、
健
康
格
差

を
生
み
だ
す
貧
困
こ
そ
新
自
由
主

義
を
選
択
し
た
国
の
政
策
習
慣
病

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い 

（
九
）

　

「
政
策
習
慣
病
」

と
い
う
文
字
を
見
て

思
わ
ず
膝
を
打
っ

た
。
群
星
沖
縄
臨
床

研
究
セ
ン
タ
ー
長
の

２０２３年(令和５年)５月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０３８号（１）

2038
2023年 5月25日

厚労省が社保審医療保険部会で示した計画案

２
０
２
４
年
10
月
か
ら
光
デ
ィ
ス
ク
で
の
請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
！

　

厚
生
労
働
省
は
３
月
22
日
、
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
請
求
す
る
医
療

機
関
等
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
移
行
す
る
こ
と
を
義
務
付
け

る
計
画
案
を
示
し
た
。
保
団
連
・
協
会
は
現
在
光
デ
ィ
ス
ク
や
紙
レ

セ
プ
ト
で
請
求
す
る
医
療
機
関
に
新
た
な
負
担
を
強
い
る
も
の
と
し

て
、
方
針
の
撤
回
を
求
め
て
、
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

ラジオ関西「医療知ろう！」今期の放送が終了 ３面

研
面
究 ６面保険診療のてびき
「潰瘍性大腸炎の治療」

追悼　新田誠先生 ４面

Zoomの視聴申し込みは、
https://onl.sc/6pWtzAfまたは
右から。

来場お申し込みは、
 ☎078－393－1809 吉永まで

オンライン請求「義務化」の撤回求める

署名にご協力ください署名にご協力ください

　

こ
の
計
画
案
は
、
３
月
22
日
の

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
示
さ
れ
た
も
の
。
光
デ
ィ
ス
ク

な
ど
で
請
求
す
る
医
療
機
関
に
対

し
て
、
原
則
２
０
２
４
年
９
月
末

ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
移
行

す
る
こ
と
を
実
質
上
義
務
付
け
、

紙
レ
セ
プ
ト
請
求
者
に
対
し
て

も
、
24
年
４
月
以
降
は
紙
レ
セ
プ

ト
で
の
請
求
の
新
規
適
用
を
終
了

し
、
既
存
の
適
用
者
に
は
改
め
て

届
出
を
提
出
さ
せ
る
と
い
う
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は

請
求
省
令
を
改
定
す
る
と
し
て
い

る
。

　

今
年
４
月
か
ら
医
療
機
関
に
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
、「
健
康

保
険
証
の
廃
止
」
法
案
が
国
会
に

提
出
さ
れ
る
中
、
そ
れ
に
便
乗
す

る
形
で
、
診
療
報
酬
の
請
求
方
法

と
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
請
求

の
義
務
付
け
が
突
然
示
さ
れ
た
。

　

光
デ
ィ
ス
ク
や
紙
レ
セ
プ
ト
で

請
求
す
る
医
療
機
関
は
、
歯
科
診

療
所
の
８
割
弱
（
約
４
万
６
０
０

０
機
関
）、
医
科
診
療
所
の
３
割

超
（
約
２
万
機
関
）。
こ
う
し
た

医
療
機
関
に
新
た
に
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
を
強
要
す
れ
ば
、
新
た
な
コ

ス
ト
や
負
担
を
増
や
し
、
閉
院
・

廃
院
を
後
押
し
し
か
ね
な
い
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域

医
療
に
混
乱
を
持
ち
込
み
、
医
療

機
関
の
経
営
を
窮
地
に
追
い
込
む

政
策
は
必
要
な
い
と
し
て
、
保
団

連
・
協
会
は
厚
労
省
に
、
①
オ
ン

ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」
方
針
の

撤
回
、
②
紙
レ
セ
プ
ト
の
新
規
適

用
を
認
め
る
と
と
も
に
、
す
で
に

認
め
ら
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
改

め
て
届
出
を
行
う
こ
と
を
求
め
な

い
こ
と
を
求
め
る
、
医
師
・
歯
科

医
師
署
名
を
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

※
署
名
は
５
月
中
旬
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送

信
し
て
い
る
ほ
か
、
６
月
初
旬
お

届
け
予
定
の
月
刊
保
団
連
６
月
号

に
も
同
封
予
定
で
す
。

　

光
デ
ィ
ス
ク
や
紙
レ
セ
プ
ト
で

請
求
し
て
い
る
先
生
だ
け
で
な

く
、
す
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を

行
っ
て
い
る
会
員
の
先
生
方
も
、

対
応
が
困
難
な
先
生
方
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま

で
。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

日　時　６月18日（日）13時30分～　　会　場　兵庫県保険医協会５Ｆ会議室

•総会議事　13時30分～

•記念講演　15時20分～

「コロナ禍におけるメンタルヘルスと
 嗜癖行動を考える」
　東布施野田クリニック院長
　兵庫教育大学客員教授、大阪人間科学大学特任教授
 野田　哲朗先生

第 55 回総会第 55 回総会兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

日　時　６月10日（土）17時～19時
会　場　協会５階会議室
出　演　桂　花團治さん（写真）
　　　　大前　治さん
　　　　（大阪空襲訴訟被害者弁護団）

落語＆トークの夕べ

落語家＆弁護士が語り継ぐ『大阪空襲』

～空襲の悲劇、そして「防空法」とは…？

山
正
仁
（
自
民
）、
井
坂
信
彦

（
立
憲
）、
宮
本
岳
志
（
共
産
）

各
衆
議
院
議
員
に
要
請
し
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
、
医
療
や
介

護
の
現
場
で
実
際
に
起
こ
っ
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

資
格
確
認
等
の
問
題
点
を
指
摘

し
、
法
案
の
撤
回
を
求
め
た
。

　

保
険
証
廃
止
法
案
の
審
議
が
最

終
盤
を
迎
え
る
中
、
協
会
・
保
団

連
は
５
月
18
日
に
中
央
要
請
行
動

を
実
施
。
国
会
議
員
に
「
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
請
願
署
名
」
67
万
６
８
９
９
筆

を
提
出
し
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
武

村
義
人
副
理
事
長
が
参
加
し
、
盛

　

盛
山
議
員
と
は
保
団
連
の
枠
組

み
で
懇
談
し
、
市
川
誠
保
団
連
理

事
が
参
加
し
た
。
盛
山
議
員
は
、

「
現
場
で
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
は
分
か
っ
た
。
資
料
も
参
考

に
し
な
が
ら
運
用
を
検
討
し
て
み

た
い
」
と
応
じ
た
。

　

武
村
副
理
事
長
は
井
坂
議
員
に

対
し
、
公
的
医
療
保
険
が
受
け
ら

れ
な
い
人
が
出
な
い
よ
う
に
と
の

衆
議
院
で
の
付
帯
決
議
は
野
党
議

員
の
論
戦
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、「
引
き
続
き
議
員
の
力
を
借

り
た
い
」
と
述
べ
、
井
坂
議
員
は

「
今
後
も
厚
労
省
等
に
現
場
の
意

見
を
伝
え
て
制
度
を
改
善
し
て
い

き
た
い
」
と
応
え
た
。

　

宮
本
議
員
は
、「
住
民
票
誤
交

付
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
富
士
通

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
親
会
社
・
富
士
通

は
、
自
民
党
に
莫
大
な
政
治
献
金

を
行
っ
て
お
り
、
完
全
に
業
界
と

政
府
与
党
と
の
癒
着
だ
。
こ
う
し

た
財
界
言
い
な
り
の
政
治
を
た
だ

す
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

同
日
、
保
団
連
な
ど
が
開
催
し

た
院
内
集
会
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

を
含
め
全
国
か
ら
７
５
０
人
が
参

中
央
要
請
行
動

〝
保
険
証
廃
止
や
め
て
〞

〝
保
険
証
廃
止
や
め
て
〞

　　
全
国
で
署
名

全
国
で
署
名
6767
万
筆
万
筆

武村副理事長（②右）、保団連の
市川理事（①右）の要請を受ける
盛山正仁（①左）・井坂信彦（②
左）・宮本岳志（③右）各衆議院
議員　　　　　　　　　　　　

●②

●③

●①

加
し
た
。「
障
害
者
の
生
活

と
権
利
を
守
る
全
国
連
絡
協

議
会
」
の
家
平
悟
事
務
局
長

は
、
医
療
機
関
で
不
随
意
運

動
に
よ
る
顔
ぶ
れ
で
顔
認
証

が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
の
問

題
を
紹
介
し
、
最
終
的
に
、

保
険
証
廃
止
は
障
害
者
を
排

除
す
る
社
会
に
つ
な
が
る
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　署名用紙は５月中旬にFAXでお届
けしたほか、月刊保団連６月号に同封
予定です！
　オンライン署名は、右
の二次元コードまたは下
のURLから
https://x.gd/5doul



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０３８号 （２）２０２３年(令和５年)５月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

４
月
よ
り
、
医

療
機
関
に
お
け
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
導
入
」
が

原
則
義
務
化
さ
れ

た
。
従
わ
な
い
場
合
は
、
療
養

担
当
規
則
違
反
で
保
険
医
療
機

関
の
取
り
消
し
も
視
野
に
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
医
療
現
場
に
混

乱
と
不
安
を
も
た
ら
し
て
い

る
。

　

医
療
機
関
に
と
っ
て
は
、
導

入
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
が
少

な
い
だ
け
で
な
く
、
費
用
負
担

や
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
に
よ
る
患

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
デ
メ
リ

ッ
ト
が
多
い
。

　

政
府
は
健
康
保
険
証
を
廃
止

す
る
法
案
を
成
立
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
患
者
に
と
っ
て

利
便
性
は
少
な
く
、
紛
失
や
医

療
情
報
の
漏
洩
な
ど
の
危
険
性

の
方
が
高
い
。

　

本
来
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
は
「
任
意
」
で
あ

り
、
健
康
保
険
証
代
わ
り
と
し

て
事
実
上
取
得
を
強
制
さ
れ
る

の
は
利
用
が
困
難
な
患
者
・
高

齢
者
・
家
族
に
と
っ
て
「
い
い

迷
惑
」
で
あ
る
。
介
護
施
設
で

の
取
り
扱
い
に
も
混
乱
を
き
た

し
て
い
る
。

　

世
論
の
反
発
に
よ
り
、
介
護

る
。
そ
の
た
め
「
申
請
漏
れ
」

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
資

格
確
認
書
も
な
け
れ
ば
、
窓
口

で
は
「
資
格
喪
失
」
や
「
無
保

険
」
扱
い
と
な
り
、
医
療
費
を

全
額
負
担
す
る
の
が
原
則
と
な

る
。

　

現
行
の
健
康
保
険
証
と
代
わ

り
映
え
の
し
な
い
シ
ス
テ
ム
を

で
き
る
こ
と
は
国
民
皆
保
険
制

度
の
基
盤
で
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
や
保
険
証
の
原
則
廃
止
は
、

２
兆
円
も
の
国
費
を
投
じ
て

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
を
バ
ラ

ま
い
て
も
普
及
し
な
い
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
国
民

に
無
理
強
い
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
Ｉ
Ｔ
・
デ

ジ
タ
ル
産
業
へ
の
利
益
供
与
と

と
も
に
、
幅
広
い
個
人
情
報
の

民
間
利
用
を
進
め
て
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
出

す
狙
い
が
あ
る
。
医
療
機
関
や

患
者
に
コ
ス
ト
を
負
担
さ
せ
、

病
歴
な
ど
の
極
め
て
セ
ン
シ
テ

ィ
ブ
な
情
報
を
民
間
企
業
の
儲

け
の
た
め
に
提
供
す
る
と
い
う

も
の
だ
。
厳
し
い
守
秘
義
務
を

課
さ
れ
て
い
る
医
師
・
歯
科
医

師
は
一
層
こ
の
医
療
情
報
の
取

り
扱
い
に
慎
重
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
問
題
で
、

大
規
模
な
通
信
・
シ
ス
テ
ム
障

害
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
漏
洩
事
件

に
加
え
、
最
近
で
は
７
３
０
０

件
以
上
の
誤
入
力
、
他
人
の
証

明
書
交
付
が
14
件
あ
っ
た
。

　

協
会
は
医
療
Ｄ
Ｘ
そ
の
も
の

に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い

し
、
会
員
個
々
人
の
選
択
を
尊

重
し
会
員
の
シ
ス
テ
ム
導
入
等

に
あ
た
っ
て
は
全
力
で
支
援
す

る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た

だ
大
原
則
は
、
国
民
・
医
療
機

関
の
選
択
で
き
る
自
由
を
守

り
、
と
り
わ
け
高
齢
者
や
障
害

者
等
の
立
場
に
立
ち
た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
を
是
と
し
な
い
人
に

は
、
理
由
を
問
わ
ず
こ
れ
ま
で

同
様
に
健
康
保
険
証
に
よ
る
受

診
を
認
め
、
健
康
保
険
証
の
廃

止
は
撤
回
す
る
の
が
当
然
で
あ

る
。

が
必
要
な
高
齢
者
や
子
ど
も
な

ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
取

得
困
難
な
人
に
は
、
新
た
に

「
資
格
確
認
書
」
を
発
行
す
る

と
し
て
い
る
。
そ
の
記
載
内
容

は
健
康
保
険
証
と
同
様
の
情
報

だ
け
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
有
効
期
間
は
１
年
に
限
ら

れ
、
本
人
の
申
請
が
必
要
で
あ

わ
ざ
わ
ざ
導
入
す
る
の
は
、
自

治
体
や
保
険
者
に
新
た
な
負
担

と
コ
ス
ト
を
課
す
る
だ
け
だ
。

　

そ
も
そ
も
、
健
康
保
険
法
で

は
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

被
保
険
者
に
健
康
保
険
証
を
発

行
す
る
こ
と
は
保
険
者
の
義
務

で
あ
り
、
保
険
証
１
枚
で
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
受
診

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
・
保
険
証
廃
止

国
民
皆
保
険
の
基
盤
を
壊
す

撤
回
す
る
べ
き
だ

◇
出
席　

16
人

◇
情
勢　

厚
生
労
働
省
は
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
24
年
４
月
を
め
ど
に
簡
易
版

の
導
入
を
行
う
。
顔
認
証
な
ど
の

機
能
を
省
き
、
保
険
証
の
資
格
情

報
の
み
を
確
認
す
る
仕
組
み
を
想

定
。
簡
易
版
の
対
象
施
設
は
、
資

格
確
認
シ
ス
テ
ム
の
導
入
義
務
の

例
外
と
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
等

を
念
頭
に
置
く
。
簡
易
版
は
資
格

情
報
の
み
を
取
得
で
き
る
仕
組
み

に
す
る
。
医
療
情
報
な
ど
を
扱
わ

な
い
た
め
、
４
桁
の
暗
証
番
号
の

入
力
も
不
要
に
す
る
方
向
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
東
京
保
険

医
協
会
が
提
起
し
て
い
る
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在
確

認
等
請
求
訴
訟
」
に
対
す
る
兵
庫

県
保
険
医
協
会
の
対
応
に
つ
い

て
、
ⅰ
）
す
で
に
東
京
協
会
を
中

心
に
第
１
次
訴
訟
が
開
始
さ
れ
て

お
り
、
運
動
的
観
点
か
ら
支
援
す

る
こ
と
、
ⅱ
）
訴
訟
参
加
を
希
望

す
る
兵
庫
協
会
会
員
に
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
兵
庫
保
険
医
新
聞

等
で
参
加
方
法
を
周
知
す
る
こ

と
、
ⅲ
）
希
望
す
る
役
員
に
つ
い

て
は
本
日
の
理
事
会
で
参
加
を
募

る
こ
と
等
が
了
承
さ
れ
た
。
ま

た
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義

務
化
撤
回
・
健
康
保
険
証
廃
止
中

止
を
求
め
る
運
動
に
つ
い
て
、

ⅰ
）
請
願
署
名
の
到
達
は
４
月
17

日
現
在
４
７
７
筆
、
ⅱ
）
街
頭
宣

伝
を
４
月
22
日
に
神
戸
大
丸
前
で

行
い
、
32
筆
が
集
ま
っ
た
こ
と
等

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
財
政
部　

「
23
年
度
予
算
編
成

方
針
と
予
算
案
の
概
要
」
が
報
告

さ
れ
、
第
１
０
１
回
評
議
員
会
に

２
０
２
３
年
度
予
算
案
と
し
て
諮

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
４
月
22
日　

理
事
会
よ
り
）

尼
崎
支
部

尼
崎
支
部

「
18
歳
ま
で
」無
料
に

　
　
　
　

署
名
ス
タ
ー
ト

　

尼
崎
市
長
に
対
し
18
歳
ま
で
の

医
療
費
無
料
を
求
め
る
署
名
の
ス

タ
ー
ト
集
会
が
５
月
13
日
、
尼
崎

市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ピ
ア
で

開
催
さ
れ
、
40
人
が
参
加
し
た
。

協
会
尼
崎
支
部
も
加
入
す
る
「
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
を
求
め
る

会
」
が
主
催
し
た
も
の
。

　

こ
れ
ま
で
協
会
尼
崎
支
部
と
尼

崎
社
会
保
障
推
進
協
議
会
は
、
中

学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
求
め
て
、
署
名
運
動
を
行
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
７
月
か

ら
小
学
校
入
学
ま
で
完
全
に
無
料

に
拡
充
さ
れ
た
。
し
か
し
、
小
学

１
年
生
か
ら
中
学
卒
業
ま
で
は
軽

長
に
対
し
て
、
来
年
度
か
ら
の
実

施
を
求
め
る
署
名
運
動
を
行
う
こ

と
を
決
め
た
。

　

ス
タ
ー
ト
集
会
で
は
、
支
部
幹

事
の
高
原
周
治
先
生
（
高
原
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
が
「
18
歳
ま
で
の
医
療

費
無
料
を
実
現
す
る
た
め
に
」
と

題
し
て
講
演
。
高
原
先
生
は
、
兵

庫
県
で
も
全
国
で
も
18
歳
ま
で
の

無
料
化
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る

こ
と
、
先
進
国
の
中
で
日
本
の
窓

口
負
担
は
突
出
し
て
高
額
で
あ
る

こ
と
、
無
料
に
す
る
こ
と
で
人
口

減
に
歯
止
め
が
か
か
っ
た
自
治
体

の
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、「
病
気

「
財
源
を
理
由
に
無
料
化
に
否
定

的
な
議
員
も
い
る
。
署
名
を
集
め

て
市
長
を
後
押
し
し
よ
う
」「
子

育
て
世
代
の
市
外
へ
の
転
出
が
増

え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
走
り

回
り
、
に
ぎ
や
か
で
活
力
あ
る
尼

崎
市
を
め
ざ
し
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
、
７
月
末
ま
で
に
目

標
２
万
筆
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

尼
崎
市
在
住
で
な
い
会
員
の
先

生
方
も
ぜ
ひ
署
名
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
署
名
用
紙
の
ご
注
文
は
協

会
事
務
局
（
☎
078
―
393
―
１
８
０

９
）
石
本
・
沖
野
ま
で

に
な
れ
ば
心
配
な
の
で

医
療
機
関
に
診
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
の
は
当

然
の
こ
と
。
お
金
の
心

配
な
く
い
つ
で
も
受
診

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

文化部／環境・公害対策部　春の武庫川ウォーキング文化部／環境・公害対策部　春の武庫川ウォーキング

貴重な動植物を観察貴重な動植物を観察
西宮市・法西浩先生がガイド

　

協
会
文
化
部
と
環
境
・
公
害
対

策
部
は
４
月
２
日
、
武
庫
川
廃
線

跡
を
歩
く
「
春
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

企
画
・
武
庫
川
渓
谷
を
歩
く
」
を

開
催
。
環
境
・
公
害
対
策
部
員
の

法
西
浩
先
生
（
西
宮
市
・
法
西
医

院
）
が
ガ
イ
ド
を
務
め
、
医
師
・

歯
科
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
な

ど
38
人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
で
、
絶
滅
の
お
そ

れ
が
あ
る
野
生
動
物
を
ま
と
め
た

「
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
貴
重
な
動
植
物
を
多
数

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く

に
長
尾
山
ト
ン
ネ
ル
内

で
は
こ
の
時
期
に
は
あ

ま
り
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ

モ
リ
が
観
測
で
き
た
ほ

か
、
武
田
尾
駅
近
辺
で

は
全
国
的
に
も
珍
し
い

希
少
な
シ
ダ
科
の
植
物

ヒ
メ
ウ
ラ
ジ
ロ
も
見
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
者
は
思
い
思
い

に
自
然
観
察
を
楽
し

み
、「
参
加
で
き
て
よ

か
っ
た
。
ち
が
う
季
節

に
ま
た
来
て
み
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・融資

078－393－1805

医科　指導相談
研究会活動　　
078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核平和
環境公害・税務経営・国際
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

医科　診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～16時

受付時間　平日　９時30分～17時

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

尼崎市・高原周治先生が講演

減
さ
れ
た
と
は
い
え
、
定

額
の
一
部
負
担
金
、
高
校

生
は
３
割
の
負
担
が
生
じ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
す

べ
て
の
子
ど
も
へ
の
医
療

費
無
料
化
を
求
め
る
声
が

市
民
か
ら
相
次
い
で
い

た
。
そ
こ
で
、
18
歳
ま
で

の
無
料
化
を
公
約
に
掲
げ

昨
秋
当
選
し
た
松
本
眞
市

18
歳
ま
で
所
得
制
限
な
し
で
医
療
費
を

無
料
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
要
請
書　

法西浩先生のガイドで自然観察を楽しんだ
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協
会
が
提
供
す
る
ラ
ジ
オ
関
西
の
「
寺
谷
一
紀
の
ケ
ン
コ
ー
法

師
」
内
コ
ー
ナ
ー
「
聴
く
医
療　

医
療
知
ろ
う
！
」
は
10
月
〜
３

月
の
放
送
全
26
回
を
終
了
。
会
員
ら
28
人
が
出
演
し
、
医
療
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
お
届
け
し
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら
も
多
数
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
た
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
医
療
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
寺
谷
一
紀
さ
ん
に
半
年
間
を
振
り
返
っ

て
も
ら
い
、「
印
象
に
残
っ
た
５
回
」
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
の

で
、
紹
介
す
る
。

大
事
な
こ
と

伝
え
て
く
れ
る

・
保
険
医
協
会
の
コ
ー
ナ
ー
が
素

晴
ら
し
い
。
内
容
が
良
い
で
す
。

大
事
な
こ
と
、
正
し
く
報
道
し
て

ほ
し
い
！　

ワ
イ
ワ
イ
騒
ぐ
こ
と

ば
か
り
じ
ゃ
ダ
メ
。

 
（
西
区
・
女
性
・
68
歳
）

・
（
12
月
24
日
放
送
、
経
済
成
長

の
カ
ン
フ
ル
剤
は
社
会
保
障
に
つ

い
て
）
人
が
幸
福
だ
と
思
え
ば
経

済
が
よ
く
回
り
、
景
気
が
良
く
な

る
こ
と
は
、
昔
を
思
う
と
分
か
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
は
社
会
保

障
が
充
実
し
て
い
れ
ば
安
心
で
す

ね
。
年
金
は
減
る
ば
か
り
で
将
来

が
心
配
だ
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け

て
無
駄
遣
い
し
な
い
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。 （
東
大
阪
市
・
女
性
）

・
（
12
月
31
日
放
送
、
脱
毛
症
に

つ
い
て
）
脱
毛
症
に
つ
い
て
、
す

ご
く
関
心
が
あ
る
の
で
、
今
日
の

放
送
、
い
つ
も
よ
り
真
剣
に
聞
か

せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
親
父
も
、

息
子
も
禿
げ
て
い
て
僕
は
も
う
あ

き
ら
め
て
い
ま
す
が
。
若
い
息
子

に
は
治
る
も
の
な
ら
治
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

 

（
枚
方
市
・
男
性
・
69
歳
）

リ
ス
ナ
ー
リ
ク
エ
ス
ト
で

「
し
も
や
け
」
放
送

・
私
は
毎
年
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

手
足
の
指
が
「
し
も
や
け
」
に
な

り
、「
ひ
び
わ
れ
・
あ
か
ぎ
れ
」

も
き
つ
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
ど

う
し
よ
う
も
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？ 

（
大
阪
市
生
野
区
・
男
性
）

↓
他
に
も
「
し
も
や
け
」
に
つ
い

て
聞
き
た
い
と
い
う
多
数
の
リ
ス

エ
ス
ト
を
い
た
だ
き
、
２
月
18
日

放
送
で
取
り
上
げ
ま
し
た

「
保
険
証
廃
止
困
る
」

と
反
響

・
（
１
月
７
日
放
送
、
保
険
証
廃

止
・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

化
に
つ
い
て
）
マ
イ
ナ
保
険
証
を

義
務
化
、
困
り
ま
す
！　

医
療
機

関
を
利
用
し
て
い
る
の
で
値
上
げ

な
ん
て
困
り
ま
す
。

 

（
南
丹
市
・
女
性
・
46
歳
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
個
人
情
報
が

分
か
る
の
で
失
わ
な
い
よ
う
に
大

切
に
管
理
し
て
い
ま
す
。
保
険
証

の
よ
う
に
毎
日
持
ち
歩
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
？　

わ
た
し
は
ま
だ
カ
ー
ド
を

作
っ
て
い
ま
せ
ん
。
以
前
の
住
基

ネ
ッ
ト
も
そ
の
ま
ま
で
す
ね
。
管

理
も
信
用
で
き
ま
せ
ん
。

 

（
東
大
阪
市
・
女
性
）

口
腔
の
格
差

あ
る
こ
と
に
驚
き

・
（
２
月
４
日
放
送
、
学
校
歯
科

健
診
後
治
療
調
査
結
果
に
つ
い

て
）
伊
丹
の
川
村
先
生
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
私
も
歯
科
へ
行
け
ず

（
貧
し
か
っ
た
）、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
苦
労
し
て
い
ま
す
。
当

時
、
国
の
援
助
が
あ
っ
た
ら
な
あ

と
思
い
ま
す
。 

（
北
区
・
男
性
）

・
（
１
月
14
日
放
送
、
歯
科
酷
書

に
つ
い
て
）「
医
療
知
ろ
う
！
」

で
は
医
療
の
い
ろ
ん
な
方
面
の
こ

と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
す
ご
く
勉

強
に
な
り
ま
す
。
日
本
、
世
界
に

い
ろ
ん
な
格
差
が
あ
り
ま
す
が
、

口
腔
に
も
格
差
が
あ
る
と
い
う
冨

澤
さ
ん
の
お
話
、「
歯
科
酷
書
」

に
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

災
害
や
困
難
に
ぶ
ち
当
た
っ
た

時
、
い
つ
も
社
会
的
弱
者
が
一
番

つ
ら
い
思
い
を
す
る
ん
で
す
よ

ね
。「
い
つ
で
も
誰
も
が
」
と
い

う
言
葉
が
医
療
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
も
共
通
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
な
る
よ
う
な
日
本
、
世
界

で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

 

（
柏
原
市
・
女
性
）

・
「
医
療
知
ろ
う
！
」
の
口
腔
崩

壊
、
格
差
の
話
を
聞
い
て
私
も
子

ど
も
に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
辛
い

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
お
金
が
な

く
て
、
歯
科
に
連
れ
て
い
け
な
か

っ
た
ん
で
す
。

 

（
須
磨
区
・
女
性
・
74
歳
）

・
（
１
月
28
日
放
送
、
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
の
歯
科
と
栄
養
の
関
わ
り
に

つ
い
て
）
歯
科
で
も
管
理
栄
養
士

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
男
性
）

補
聴
器
の
大
切
さ

知
り
ま
し
た

・
（
２
月
25
日
放
送
、「
補
聴
器

助
成
制
度
の
創
設
を
」
に
つ
い

て
）
補
聴
器
の
開
発
、
日
本
は
ず

い
ぶ
ん
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
補
聴
器
に
よ
っ

て
認
知
症
も
軽
減
さ
れ
社
会
参
加

も
で
き
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
東
大
阪
市
・
女
性
）

・
（
３
月
11
日
放
送
、
医
療
で
使

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
つ
い

て
）
介
護
保
険
、
な
ん
と
な
く
よ

く
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

今
日
の
お
話
で
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
聞
い
て
て
良
か
っ
た
で
す
。

 

（
高
槻
市
・
女
性
・
67
歳
）

・
（
３
月
18
日
放
送
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
と
医
療
に
つ
い
て
）
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
と
い
う
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
て
ま
し
た
。
今
の
政
府
は
、
ど

っ
ち
を
向
い
て
政
治
を
し
て
い
る

の
か
と
憤
慨
し
ま
す
。

 

（
加
古
郡
稲
美
町
・
女
性
）

ラジオ関西「聴く医療　医療知ろう！」ラジオ関西「聴く医療　医療知ろう！」

10月～３月の全26回が終了10月～３月の全26回が終了

医療情報をリスナーにお届け医療情報をリスナーにお届け

リスナーからの声

「印象に残った５回」「印象に残った５回」

10月15日放送「今年のインフルエンザ」（田中孝明先生）

　今年こそは、コロナが終息していく過程でインフルエンザが再び流行
すると確信していたので、興味深く聞きました。

10月29日放送「口呼吸と歯の健康被害」（西川新先生）

11月26日放送「鼻呼吸と口呼吸ってこんなに違うの？～
寒い冬をあいうべ体操で乗り越えよう!」（池澤慎哉先生）

　この２回は、アナウンサーとして普段から呼吸法に関心を持っていた
だけに、とても勉強になりました。特に歯への影響のお話は目からウロ
コでした！

１月14日放送「歯科酷書」（冨澤洪基先生）

　貧困や貧富の格差について、継続して歯科医療の観点から調査されて
いるのは素晴らしいと思います。ストレートな政治的メッセージより
も、こうした実態調査によるリスナーさんへの訴求は極めて効果的だと
思います。

３月11日放送「医療で使えるさまざまな制度」（戸田和夫先生）

　身近な観点から弱者のための情報を提供していただき、私自身も知ら
ない制度などもあって、とても有益な内容でした。

寺谷一紀さんが選ぶ
パーソナリティ

パーソナリティの寺谷さん（左）の進行で
歯科酷書についてお話する冨澤洪基先生　

放送はYouTubeで放送はYouTubeで
 配信中！ 配信中！

　これまでの放送は、下記
サイトからご覧いただくこ
とができます。

http ://www.hhk. jp/
topics/2022/1001-090000.
php

第32回日常診療経験交流会

メインテーマ「それぞれが思い描いたコロナとその先」

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　10月29日（日）10時～（分科会は午前のみを予定）
会　場　協会会議室
テーマ　 メインテーマ関連、日常診療・介護、在宅・地域医療、病診・

診診連携、医科・歯科・薬科の連携・工夫など
発表方法　１演題10分（別途、質疑応答）
応募締切　７月28日（金）まで

分科会演題募集分科会演題募集

ご注文は、☎078－393－1807まで

税・医療・介護・生活保護等役立つ制度を解説

　税金・医療・介護・生活保護等、幅
広く制度の内容について解説。協会も
加入する兵庫県社会保障推進協議会が
隔年で発行しているものです。（発
行：2022年９月）
　会員には無料で配布します。待合室
に置いていただくなど、ご活用くださ
い。

「くらしと命を守るハンドブック」「くらしと命を守るハンドブック」
2022－2023年版 ご活用ください2022－2023年版 ご活用ください
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Ｑ１　新型コロナウイルス感染症から
回復した患者であって、同感染症患者
と診断された後、３カ月以上経過し、
かつ罹患後症状が２カ月以上持続して
いる場合に、当該患者に「罹患後症状
のマネジメント（第２版）」を参考と
した診療（電話や情報通信機器を用い
た診療を除く）を通じて、今後の診療
方針を判断し、必要に応じて精密検査
や専門医への紹介を行った場合におい
て、特定疾患療養管理料（147点）は
算定できるか。
Ａ１　兵庫県が公表している「後遺症
対応可能医療機関リスト」に掲載され
ていれば、３月に１回に限り算定でき
ます。本取り扱いは2023年５月８日よ
り適用され、2024年３月31日で終了し
ます。
Ｑ２　Ｑ１において、「新型コロナ感
染症患者と診断された後」とあるが、
新型コロナ感染症罹患の際に、患者自
ら検査キットを用いて検査を実施し陽
性であったが、医療機関を受診しなか
った場合であって、３カ月経過後も罹
患後症状が２カ月以上持続している場
合に、特定疾患療養管理料（147点）
を算定できるか。
Ａ２　患者自ら実施した検査の結果を
踏まえ、医師が事後に感染した時期を
確認した場合は算定できます。算定す
る場合、診療報酬明細書の摘要欄に当
該患者が感染した時期及びその確認方
法について記載してください。
Ｑ３　Ｑ１の「新型コロナ感染症から
回復した患者」とは、どのような患者
を指すのか。
Ａ３　「新型コロナ感染症診療の手引
き」を参考に、新型コロナの感染性が
ある期間が終了したと医学的に考えら
れる患者を指します。
Ｑ４　新型コロナに感染した（感染の
疑いがある場合を含む）医師が無症状
であるなどにより自宅等において療養

を行っている場合に、保険医療機関以
外に所在する当該医師が、患者に対し
て電話や情報通信機器を用いた診療を
行う場合、当該診療にかかる診療報酬
を算定することは可能か。
Ａ４　可能です。ただし、情報通信機
器を用いた診療を実施する場合は、
「オンライン診療の適切な実施に関す
る指針」（2018年３月〈2023年３月一
部改訂〉）に示される「医師の所在」
に関し「最低限遵守する事項」を遵守
する必要があります。
Ｑ５　介護医療院もしくは介護老人保
健施設（以下「介護医療院等」）、地域
密着型介護老人福祉施設もしくは介護
老人福祉施設（以下「介護老人福祉施
設」）に入所する者が新型コロナ感染
症に感染した場合について、「往診で
はなく、看護職員とともに施設入所者
に対してオンライン診療を実施した場
合は救急医療管理加算１（950点）を
算定できる」とされているが、看護職
員とは介護医療院等または介護老人福
祉施設の看護職員またはオンライン診
療を実施する医療機関の看護職員のど
ちらが対応してもよいのか。
Ａ５　そのとおりです。なお、当該医
療機関の看護職員が当該施設に赴いて
対応する場合、在宅患者訪問看護・指
導料及び精神科訪問看護・指導料を別
に算定できません。
Ｑ６　保険医が新型コロナウイルス感
染症治療薬（ラゲブリオカプセル
200mg、パキロビッドパック600及び
パキロビッドパック300、ゾコーバ錠
125mg、 ベクルリー点滴静注用
100mg）についての処方箋を交付する
際、当該処方箋に公費負担者番号及び
公費負担医療の受給者番号を記載する
必要はあるか。
Ａ６　できる限り記載することとされ
ています。

医科保険請求

〈新型コロナ感染症　５月８日以降の診療報酬特例〉
厚労省事務連絡（2023年４月17日、27日、５月17日）より抜粋・改変

　但馬支部長を長年にわたり務められた
新田誠先生が２月22日に逝去された。但
馬支部の小笠原健次郎先生、顧問の広川
恵一先生の追悼文を掲載する。

　

「
但
馬
に
は
僻
地
医
療
の
『
神

様
』
が
い
る
」
と
聞
い
た
の
は
学

部
の
３
年
。
そ
の
と
き
こ
の
先
生

に
い
つ
か
会
え
る
と
確
信
し
ま
し

た
。

　

初
め
て
お
会
い
し
た
の
が
、
92

年
４
月
の
地
域
医
療
を
考
え
る
懇

談
会
「
但
馬
の
地
域
医
療
活
動
交

流
」
の
「
高
橋
診
療
所
の
見
学
と

パ
ソ
コ
ン
で
の
病
歴
管
理
の
実

情
」
で
し
た
。
病
歴
を
中
心
に
時

間
を
か
け
て
作
成
し
た
診
療
情
報

提
供
書
を
診
療
の
中
間
総
括
と
さ

れ
て
い
る
先
生
に
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

診
察
で
先
生
は
「
あ
ん
た
の
お

じ
い
さ
ん
は
…
」
か
ら
は
じ
ま

り
、「
お
父
さ
ん
、
な
に
長
々
と

話
し
て
い
る
ん
で
す
か
！　

バ
ス

の
時
間
で
す
」「
あ
っ
、
す
ん
ま

へ
ん
」
診
療
介
助
に
つ
い
て
い
る

奥
さ
ん
に
お
尻
を
叩
か
れ
て
、
大

急
ぎ
で
診
察
を
終
え
る
そ
ん
な
先

生
ら
し
い
診
療
を
さ
れ
て
い
ま
し

「
家
族
の
カ
ル
テ
」
と
い
う
考
え

方
。
家
族
の
中
で
の
患
者
さ
ん
を

診
る
先
生
の
姿
勢
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

「
往
診
で
は
患
者
さ
ん
の
お
家

が
遠
方
で
点
在
し
て
る
で
し
ょ
。

夜
は
遅
い
と
聞
い
て
い
る
し
、
移

動
お
疲
れ
で
し
ょ
う
」
と
聞
く

と
、「
い
や
、
私
は
ね
、
往
診
す

る
と
、
遠
か
っ
た
ら
そ
れ
だ
け
ま

す
ま
す
元
気
に
な
る
ん
で
す
わ
」

「（
職
員
さ
ん
の
運
転
な
の
で
）

車
の
中
で
し
っ
か
り
寝
る
ん
で
す

わ
」「
そ
れ
で
夜
に
絵
を
描
い
た

り
で
き
る
ん
で
す
わ
…
」
ま
す
ま

す
先
生
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
５
月
の
地
域
医
療

を
考
え
る
懇
談
会
で
先
生
が
「
広

川
さ
ん
、
悪
い
け
ど
な
あ
、
宿
の

泊
ま
る
部
屋
も
う
な
い
ん
で
、
診

療
所
の
看
護
師
さ
ん
の
ロ
ッ
カ
ー

の
部
屋
で
寝
て
く
れ
ん
か
な
あ
」

と
言
わ
れ
て
、
自
分
を
身
内
に
扱

っ
て
く
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
。
次
の
日
、
先
生
が
笑
い

な
が
ら
「
虫
に
噛
ま
れ
ん
か
っ
た

で
す
か
な
」。
そ
の
と
き
案
内
し

て
も
ら
っ
た
阿
瀬
渓
谷
が
懐
か
し

い
。

　

02
年
８
月
の
西
宮
・
芦
屋
支
部

の
支
部
総
会
の
記
念
講
演
で
は
お

嬢
さ
ん
の
稲
山
ま
す
み
さ
ん
と
佐

巻
健
男
さ
ん
に
よ
る
「
水
と
食
べ

物
を
科
学
す
る
」
を
開
き
ま
し

た
。
12
年
８
月
に
は
、
青
森
協
会

の
大
竹
進
先
生
と
の
西
宮
・
芦
屋

支
部
企
画
の
勉
強
会
で
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

の
診
療
で
の
活
用
の
実
際
に
つ
い

て
話
し
て
も
ら
い
、
ほ
ん
と
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
29
年
生
ま
れ
。
小
学
校

時
代
に
お
父
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
、

兄
弟
５
人
の
頭
と
し
て
、
バ
イ
ト

に
明
け
暮
れ
て
生
活
を
さ
さ
え
、

46
年
京
都
府
立
医
大
に
入
学
。
入

学
後
も
ガ
リ
版
刷
り
や
シ
ル
ク
印

刷
な
ど
の
仕
事
を
続
け
、
49
年
の

反
イ
ー
ル
ズ
闘
争
・
民
主
化
闘
争

で
停
学
。
そ
の
中
に
平
井
正
也
先

生
（
元
大
阪
府
保
険
医
協
会
理
事

長
）
が
い
ま
し
た
。
平
井
先
生
は

放
校
処
分
に
な
り
、
そ
の
後
、
教

授
は
じ
め
周
囲
の
は
た
ら
き
か
け

で
56
年
に
復
学
を
果
た
し
、
60
年

に
卒
業
。

　

偶
然
に
お
二
人
か
ら
別
々
に
そ

の
時
代
の
こ
と
、
そ
れ
か
ら
の
家

族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を
う
か

が
い
ま
し
た
。
そ
の
肝
胆
相
照
ら

す
お
互
い
の
関
係
を
大
切
に
し
て

き
た
こ
と
、
そ
う
い
っ
た
ひ
ろ
く

豊
か
な
人
間
関
係
の
中
で
醸
成
さ

れ
て
き
た
も
の
が
但
東
町
を
中
心

と
す
る
地
域
医
療
実
践
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
お
二
人
か
ら
日
本
の

開
業
医
療
の
大
切
さ
、
保
険
医
運

動
へ
の
熱
い
思
い
に
多
く
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
翌
朝
、

家
内
と
お
家
を
訪
問
し
て
お
別
れ

を
し
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
凜
と

し
た
古
武
士
の
風
貌
。
彼
は
い
つ

も
少
し
顔
を
し
か
め
た
よ
う
に
少

し
う
つ
む
き
加
減
に
話
を
聞
い

て
、
私
の
目
を
見
て
に
こ
っ

（「
ニ
ッ
」）
と
さ
れ
る
。
先
生
の

人
生
経
験
の
中
か
ら
、
答
え
を
急

が
な
い
懐
の
深
さ
に
い
つ
も
安
心

し
た
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
何
か
が
あ
れ
ば
先
生
だ
っ

た
ら
ど
う
考
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
つ
も
考
え
て
い
ま
し
た
。
い
ま

も
私
の
心
に
、
に
こ
っ
（「
ニ

ッ
」）
と
さ
れ
る
先
生
が
い
ま
す
。

　

先
生
の
訃
報
に
接
し
た
時
、
一

瞬
「
え
っ
」
と
絶
句
し
た
。
但
馬

で
50
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
、
確

固
た
る
信
念
を
持
っ
て
地
域
医
療

に
邁
進
さ
れ
た
、
ま
さ
に
パ
イ
オ

ニ
ア
で
あ
り
大
先
輩
だ
っ
た
か
ら

だ
。

　

救
急
車
の
導
入
、
訪
問
診
療
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
等
、

時
代
を
先
取
り
す
る
数
々
の
活
動

を
実
践
さ
れ
、
住
民
組
織
「
但
東

の
健
康
と
医
療
を
守
る
会
」
を
結

成
さ
れ
、
そ
の
会
長
と
し
て
住
民

参
加
型
の
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
主

こ
と
だ
よ
。
体
力
が
な
い
と
務
ま

ら
な
い
よ
。
往
診
カ
バ
ン
は
30
キ

ロ
も
あ
る
か
ら
ね
」
と
説
か
れ

た
。
先
生
の
診
察
は
隅
か
ら
隅
ま

で
実
に
丁
寧
そ
の
も
の
で
、
何
と

１
時
間
も
か
か
っ
た
。
度
胆
を
抜

か
れ
た
が
、
地
域
医
療
の
原
点
に

触
れ
る
思
い
が
し
た
。
先
生
は
カ

ル
テ
は
宝
だ
と
と
て
も
大
切
に
さ

れ
、
重
い
も
の
で
は
１
キ
ロ
に
も

な
っ
た
。
在
宅
医
療
に
も
熱
心

で
、
皆
が
寝
静
ま
っ
て
か
ら
の
深

夜
の
往
診
の
話
は
今
日
ま
で
語
り

草
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
生
は
常
に
患
者
を
全
人
的
に

捉
え
る
姿
勢
、
弱
者
に
寄
り
添
い

住
民
と
共
に
と
い
う
姿
勢
を
終
始

貫
か
れ
た
。
先
生
の
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
だ
っ
た
白
い
帽
子
姿
は
も
う

見
ら
れ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
先

生
の
志
を
継
い
で
地
域
医
療
を
守

り
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
先
生
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
。 

合
掌

追悼　新田誠先生

新
田
誠
先
生
を
偲
ぶ

地
域
医
療
と
そ
の
工
夫
に

全
生
涯
を
さ
さ
げ
る

豊
岡
市
但
東
町　
　

小
笠
原
健
次
郎

顧
問　
　

広
川　

恵
一

新田先生ご夫妻（2012年６月16日
高橋診療所前で）　　　　　　　

新田　誠先生（享年93歳）

1929年生まれ。46年京都府立医大
入学、55年同大卒業。第２内科入
局、和知診療所（京都府和知町）
赴任。58年札の辻診療所所長。66
年出石郡但東町にて高橋診療所を
開業
但馬支部支部長　1987年６月～
2016年６月、同名誉支部長2016年
７月～
評議員　1973年７月～1981年５月
理事　1981年６月～2021年５月
参与　2021年６月～

保団連近畿ブロック　公害環境対策学習会のご案内

永遠の化学物質：有機フッ素化合物永遠の化学物質：有機フッ素化合物
―摂津市での汚染問題を中心に――摂津市での汚染問題を中心に―

来場申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807 伊地知まで

　全国で相次いで検出されている有機フッ素化合
物（PFOA及びPFOSなど）。近年健康被害との関
連が指摘され、世界で製造・使用の規制が進んで
います。自然界で分解されることがほとんどない
ことから「フォーエバーケミカル＝永遠の化学物
質」とも呼ばれる有機フッ素化合物。今回の学習
会は、世界レベルの汚染が指摘されている摂津市
での実態を中心に、汚染問題全般についてご報告
いただきます。

日　時　６月４日（日）13時30分～15時30分
会　場　 大阪府保険医会館Ｍ＆Ｄホール（大阪市浪

速区幸町１－２－33、地下鉄・JR線「なん
ば」下車 26-Ａ出口徒歩５分）、オンライン

講　師　 公益社団法人京都保健会　社会健康医学福祉研究所
所長　京都大学　名誉教授　小泉 昭夫先生

オンライン参加をご希望の方は、下の二次元コードから
お申し込みください。

導
さ
れ
、
ま
た
長
年

保
険
医
協
会
但
馬
支

部
長
を
務
め
ら
れ
る

等
、
実
に
幅
広
く
活

動
さ
れ
た
。

　

着
任
早
々
、
私
は

先
生
の
往
診
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た

が
、
そ
の
時
「
地
域

医
療
で
一
番
大
事
な

こ
と
は
長
く
続
け
る

た
ね
。
先
生
の
心
に
い
つ

も
あ
っ
た
こ
と
は
、「
親

子
３
世
代
を
診
た
い
、
家

族
関
係
、
人
間
関
係
に
注

目
す
る
よ
う
心
が
け
た

い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
の

あ
と
私
は
ハ
ノ
イ
の
農
村

の
診
療
所
を
訪
問
す
る
機

会
が
あ
り
、
そ
こ
で
み
た

の
は
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
手
帳

で
一
軒
ご
と
の
家
族
の
カ

ル
テ
で
し
た
。
そ
う
か
、
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５
月
８
日
か
ら
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

プラごみ問題を考える
オンライン講演会の
ご案内

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

丹波市　　眞田　幸昭

員員 稿稿
会 投

　

北
阪
神
支
部
は
３
月
12
日
に
文

化
企
画
「
吟
行
俳
句
会
〜
小
林
一

三
の
愛
し
た
茶
室
で
〜
」
を
開
催

し
、
会
員
・
家
族
ら
13
人
が
参
加

し
た
。
岡
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
宝
塚

市
）
院
長
の
岡
本
純
子
（
俳
号
：

品
川
純
胡
）
先
生
を
中
心
に
、
小

林
一
三
記
念
館
（
大
阪
府
池
田

市
）
を
散
策
し
な
が
ら
俳
句
を
詠

ん
だ
後
、
敷
地
内
の
邸
宅
レ
ス
ト

ラ
ン
「
雅
俗
山
荘
」
に
移
動
し
食

事
を
楽
し
み
、
茶
室
「
人
我
亭
」

で
句
会
を
開
催
し
そ
れ
ぞ
れ
俳
句

を
披
露
し
た
。

　

堀
池
周
司
先
生
の
感
想
文
と
岡

本
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
、
参
加

者
の
句
を
紹
介
す
る
。

　

朝
10
時
半
、
阪
急
宝
塚
線
の
池

田
駅
改
札
前
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
の
好
天
に
恵
ま
れ
３
月

初
旬
と
い
う
の
に
暖
か
さ
を
通
り

越
し
汗
ば
む
ほ
ど
で
佐
保
姫
（
春

の
季
語
）
も
お
隠
れ
に
な
っ
た
か

の
よ
う
な
陽
気
で
し
た
。

　

北
阪
神
支
部
の
中
井
通
治
支
部

長
の
あ
い
さ
つ
、
今
回
ご
指
導
い

た
だ
く
「
雲
雀
社
」
主
催
で
岡
本

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
岡
本
純
子

（
俳
号
：
品
川
純
胡
）
先
生
よ
り

吟
行
句
会
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
、
澤
村
新
（
俳
号
：
い
る
ふ
）

副
支
部
長
を
団
長
に
総
勢
13
人
が

会
場
を
目
指
し
ま
し
た
。
結
納
用

品
や
洗
い
張
り
等
を
扱
う
懐
か
し

い
お
店
が
残
る
商
店
街
を
抜
け
、

ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
の
銅
像
（
五
月
山

公
園
の
ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
は
世
界
最

長
寿
で
す
）
を
横
目
に
ゆ
っ
く
り

と
坂
を
上
っ
て
行
く
と
雅
俗
山
荘

到
着
で
す
。

　

道
中
に
続
き
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
小
一
時
間
の
句
作
に
励

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
窓
の
外
に

選
者
（
純
胡
先
生
）
吟

初
蝶
の
ま
ぎ
れ
て
を
り
ぬ
人
我
亭

高
々
と
芽
を
吹
く
木
々
や
雅
俗
山
荘

茶
室
の
庭
こ
と
ほ
ど
静
か
馬
酔
木
の
花

春
の
陽
も
眩
し
茶
室
の
吟
行
句
会

茶
室
の
庭
あ
そ
こ
に
こ
こ
に
と
草
萌
ゆ
る

薫
風
や
銅
鏡
め
き
た
る
日
輪
有
り

土
塀
よ
り
朱
を
流
し
つ
つ
落
椿

純
胡
先
生
選
（
純
胡
先
生
に
よ
る
添
削
を

並
列
し
ま
し
た
）
敬
称
略

光
る
空
中
山
観
音
五
重
塔　
　

中
井
通
治

こ
こ
も
又
物
の
芽
生
ず
雅
俗
山
荘　
　

田
中
雄
山

梅
香
る
小
さ
き
お
風
呂
に
涙
す
る　
　

桝
谷
多
紀
子

春
名
の
み
風
の
口
笛
木
々
を
越
え　
　

桝
谷
多
紀
子

足
つ
き
て
畳
の
温
み
彼
岸
か
な　
　

山
田
か
お
り

原　

春
の
夢
支
え
て
耐
え
る
忍
び
草　
　

桝
谷
多
紀
子

添　

春
の
夢
支
へ
耐
え
た
る
忍
び
草　
　

桝
谷
多
紀
子

原　

も
の
の
芽
に
何
か
明
る
き
明
日
思
う　
　

戸
田
玲
子

添　

も
の
の
芽
に
な
ぜ
か
明
る
き
明
日
思
う　
　

戸
田
玲
子

色
も
無
き
静
寂
の
庭
の
花
馬
酔
木　
　

村
上
茂
生

春
昼
や
ほ
の
か
に
匂
ふ
庭
の
苔　
　

金
森
田
鶴

春
め
け
ば
ギ
リ
シ
ア
か
ロ
ー
マ
か
逸
翁
館　
　

澤
村
い
る
ふ

菜
の
花
を
手
折
る
力
の
確
か
さ
よ　
　

山
田
か
お
り

受
験
終
え
友
と
の
時
間
も
あ
と
少
し　
　

山
田
太
志

啓
蟄
や
に
じ
り
口
か
ら
漏
れ
る
声　
　

堀
池
麟
炎

原　

一
三
館
今
日
は
馬
酔
木
も
う
ら
う
ら
と　
　

戸
田
玲
子

添　

一
三
館
今
日
は
馬
酔
木
の
花
う
ら
う
ら　
　

戸
田
玲
子

原　

坂
道
を
登
り
て
先
に
ミ
モ
ザ
咲
く　
　

東
西
遼

添　

坂
道
を
登
れ
ば
先
に
ミ
モ
ザ
咲
く　
　

東
西
遼

春
風
に
商
店
街
の
の
ぼ
り
揺
れ　
　

金
森
田
鶴

北
開
き
雅
俗
山
荘
は
な
や
け
り　
　

堀
池
麟
炎

春
障
子
茶
室
の
灯
映
し
つ
つ　
　

安
田
津
幸
原

原　

若
夫
婦
連
れ
添
ひ
歩
く
春
う
ら
ら　
　

村
上
茂
生

添　

若
夫
婦
連
れ
添
ひ
歩
き
の
春
う
ら
ら　
　

村
上
茂
生

佐
保
姫
の
雅
俗
山
荘
隠
れ
ん
坊　
　

堀
池
麟
炎

原　

蹲
に
き
ら
き
ら
落
つ
る
水
の
音　
　

村
上
茂
生

添　

蹲
に
き
ら
き
ら
落
つ
る
春
の
水　
　

村
上
茂
生

高
き
枝
空
い
っ
ぱ
い
の
春
近
し　
　

戸
田
玲
子

原　

商
店
街
幟
も
ど
こ
か
春
め
き
て　
　

戸
田
玲
子

添　

な
ん
と
な
く
幟
春
め
く
商
店
街　
　

戸
田
玲
子

木
の
芽
時
準
備
万
端
木
々
静
か　
　

戸
田
玲
子

広
が
る
緑
豊
か
な
庭
園

を
眺
め
る
テ
ラ
ス
ル
ー

ム
で
彩
り
豊
か
な
フ
レ

ン
チ
料
理
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

１
９
３
７
年
に
五
月

山
の
麓
に
建
て
ら
れ
た

雅
俗
山
荘
は
、
阪
急
電

鉄
を
は
じ
め
と
す
る
阪

急
東
宝
グ
ル
ー
プ
の
創

業
者
・
小
林
一
三
（
逸

翁
）
の
私
邸
で
し
た
。

か
つ
て
逸
翁
が
茶
の
湯

を
楽
し
ん
だ
三
つ
あ
る

茶
室
の
ひ
と
つ
「
人
我

し
ょ
う
か
。
今
回
の
吟
行
句
会
は

Ｃ
ｏ
ｖ
ｉ
ｄ
―
19
に
よ
る
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
た
め
３
年
ぶ
り
と
な
り

ま
し
た
が
、
北
阪
神
支
部
恒
例
の

行
事
と
し
て
毎
年
の
開
催
を
希
望

す
る
と
と
も
に
、
他
支
部
か
ら
の

多
く
の
方
の
参
加
も
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
興
味
あ
る
方
の

毎
月
の
句
会
へ
の
参
加
は
常
時
募

集
中
で
す
。

〈
岡
本
純
子
先
生
か
ら
の

 

コ
メ
ン
ト
〉

　

晴
天
で
暖
か
く
最
高
の
吟
行
日

和
。
常
々
句
会
は
「
気
楽
に
、
楽

し
く
、
楽
々
と
」
参
加
し
ま
し
ょ

う
と
―
。
そ
れ
を
地
で
い
っ
て
し

ま
っ
た
私
は
初
め
て
参
加
さ
れ
た

初
対
面
の
句
友
の
方
た
ち
は
い
う

に
及
ば
ず
、
こ
の
句
会
の
た
め
に

何
日
も
下
調
べ
等
の
準
備
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
協
会
事
務
局
の
方
に

は
ご
あ
い
さ
つ
で
き
て
い
な
か
っ

た
と
気
が
付
き
赤
面
の
至
り
で

す
。
お
許
し
下
さ
い
ま
せ
。

亭
」
で
句
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

純
胡
先
生
の
詠
ま
れ
た
句
と
先
生

が
選
ば
れ
た
参
加
者
の
句
を
下
記

に
紹
介
し
ま
す
。

　

句
会
が
初
め
て
の
方
も
あ
り
ま

し
た
が
、
楽
し
い
時
間
は
ア
ッ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
お
腹
も
心
も
満

た
さ
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た

休
日
を
過
ご
せ
た
の
で
は
な
い
で

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
処
理

は
、
地
球
環
境
保
護
に
と
っ
て
緊

急
の
課
題
で
す
。
５
ミ
リ
以
下
の

微
細
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
が
、
生
態
系
の
隅
々
に
ま
で

広
が
っ
て
お
り
、
生
体
の
免
疫
系

へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
世
界
各
地
の
海
鳥
か
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
摂
食
が
確
認
さ
れ
、

２
０
５
０
年
に
は
99
％
に
な
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

患
で
当
方
に
来
る
こ
と
は
き
わ
め

て
少
な
く
、
バ
イ
ア
ス
は
あ
る
だ

ろ
う
が
、
50
名
以
上
に
お
よ
ぶ
通

院
中
の
患
者
さ
ん
の
コ
ロ
ナ
感
染

経
験
か
ら
の
み
考
え
る
と
、
発
症

予
防
に
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
に
は

思
え
な
い
。

　

私
は
、
特
定
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
を
含
め
色
々
な
と
こ
ろ
で
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
奨
の
是
非
を
議

論
す
る
こ
と
が
で
き
る
デ
ー
タ
を

提
供
し
て
ほ
し
い
と
発
信
し
て
き

た
。
一
方
、
そ
れ
に
対
し
て
一
部

の
先
生
か
ら
は
、「
自
分
で
調
べ

た
ら
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
膨
大
な
デ
ー
タ
を

調
べ
て
ま
と
め
る
能
力
は
少
な
く

　

エ
コ
ロ
ジ
ー
の
旗
頭
で
あ
る
太

陽
光
発
電
も
、
20
年
後
、
30
年
後

の
プ
ラ
ご
み
処
理
に
は
、
未
解
決

の
問
題
が
山
積
み
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
地
球
を

　

市
政
ニ
ュ
ー
ス
で
標
題
に
つ
い

て
掲
載
さ
れ
、
患
者
さ
ん
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
次
第
に
増
え
て
き

た
。
当
診
療
所
で
も
「
い
つ
か
ら

接
種
を
行
う
か
」
と
い
う
質
問
に

加
え
て
、「
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

べ
き
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
多
い
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
政
府
の
発

表
の
よ
う
に
本
当
に
有
効
な
の
だ

ろ
う
か
？　

90
％
の
発
症
予
防
効

果
が
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
デ
ル
タ

株
へ
の
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
個
人
と

し
て
も
発
症
予
防
効
果
を
十
分
に

体
感
し
た
。
し
か
し
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
、
感
染
し
た
若
者
が
別
の
疾

と
も
私
に
は
な
い
。
学
会
な
ど

で
、
大
規
模
試
験
の
デ
ー
タ
を
ほ

ぼ
す
べ
て
網
羅
し
ま
と
め
て
発
表

し
て
い
る
先
生
を
み
て
い
つ
も
感

心
し
て
い
た
。
多
分
、
多
く
の
開

業
医
が
私
と
同
じ
よ
う
な
状
況
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
そ
の
よ
う
な
能
力
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
に
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果
を
尋
ね
る

と
、
効
果
は
わ
か
ら
な
い
が
政
府

は
推
進
し
て
い
る
と
の
答
え
で
あ

っ
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
に
関
し
、
有
効
性
や

副
反
応
に
つ
い
て
国
が
発
表
し
て

い
る
多
く
の
デ
ー
タ
を
簡
潔
に
ま

と
め
、
私
た
ち
現
場
の
医
師
か
ら

の
素
朴
な
質
問
に
デ
ー
タ
を
も
っ

て
答
え
て
く
れ
る
よ
う
な
人
の
講

演
を
お
願
い
し
た
い
。
そ
れ
は
地

方
医
師
会
単
位
で
必
要
で
あ
る
と

思
う
。

　

２
０
０
１
年
の
シ
リ
ー
ズ
１
作

目
公
開
か
ら
22
年
も
注
目
を
浴
び

続
け
、
派
手
な
ア
ク
シ
ョ
ン
で
大

ヒ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
へ
発
展
し
続
け

た
「
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ピ
ー
ド
」
第

10
作
目
と
な
る
最
新
作
「
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ブ
ー
ス
ト
」
を
紹
介
し
ま

す
。

　

ド
ミ
ニ
ク
（
ヴ
ィ
ン
・
デ
ィ
ー

ゼ
ル
さ
ん
）
を
は
じ
め
と
し
た
お

馴
染
み
の
顔
ぶ
れ
が
再
集
結
し
、

新
キ
ャ
ス
ト
も
豪
華
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
つ
い
に
「
最
終
章
」
へ

と
飛
躍
を
か
け
た
シ
リ
ー
ズ
が
、

多
く
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
携
え
て
再

び
ス
ク
リ
ー
ン
を
駆
け
抜
け
ま

す
。

　

ド
ミ
ニ
ク
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

レ
テ
ィ
と
息
子
ブ
ラ
イ
ア
ン
と
３

人
で
静
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
彼
の
前
に
、
か
つ
て
ブ
ラ
ジ

ル
で
勝
利
し
た
麻
薬
王
レ
イ
エ
ス

の
息
子
ダ
ン
テ
が
現
れ
ま
す
。
家

族
も
未
来
も
奪
わ
れ
た
ダ
ン
テ

は
、
10
年
間
、
復
讐
の
炎
を
燃
や

し
続
け
て
い
ま
し
た
。
ダ
ン
テ
の

緻
密
な
陰
謀
に
よ
り
、
ド
ミ
ニ
ク

と
仲
間
た
ち
の
仲
は
引
き
裂
か

れ
、
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
ダ
ン
テ
は
、
ド
ミ
ニ
ク

か
ら
す
べ
て
を
奪
う
た
め
、
彼
の

愛
す
る
も
の
全
て
へ
と
矛
先
を
向

け
よ
う
と
し
て
い
き
ま
す
。
ダ
ン

テ
が
、
最
後
に
向
け
た
矛
先
は

…
。
そ
し
て
仲
間
た
ち
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
」
の
運
命
は
？

　

「
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
」
シ
リ

ー
ズ
の
ル
イ
・
ル
テ
リ
エ
監
督
が

メ
ガ
ホ
ン
を
取
り
、
ド
ミ
ニ
ク
役

の
ヴ
ィ
ン
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
さ
ん
の

熱
演
に
注
目
で
す
。

　

邦
画
と
比
べ
る
と
ス
ケ
ー
ル
が

段
違
い
の
洋
画
に
は
常
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。
日
本
は
映
画
を
は
じ
め

と
す
る
文
化
芸
術
に
政
府
や
公
的

機
関
の
助
成
が
少
な
く
、
さ
ら

に
、
一
部
の
大
手
企
業
の
広
告
宣

伝
に
利
用
さ
れ
が
ち
な
こ
と
も
理

由
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
つ
な
が
る

魅
力
的
な
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い

る
、
大
人
気
シ
リ
ー
ズ
の
新
作
を

映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 

【
赤
穂
群　

白
岩
歯
科
医
院
】

員員

稿稿

会

投

北
阪
神
支
部　

吟
行
俳
句
会

北
阪
神
支
部　

吟
行
俳
句
会

３
年
ぶ
り
の
句
会
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

川
西
市
・
歯
科　
　

堀
池　

周
司

ワ
イ
ル
ド
・
ス
ピ
ー
ド

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
ー
ス
ト

白岩一心

171

感 想 文

茶室「人我亭」で句会を行った

ⒸUNIVERSAL 
STUDIOS

残
す
た
め
、
こ
の
問
題
に
造
詣
の

深
い
東
京
農
工
大
学
教
授
・
高
田

秀
重
先
生
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

プラスチックごみ問題を考えるオンライン講演会

「プラスチックの現実と未来へのアイデア」
日　時　６月18日（日）14時～15時30分
講　師　東京農工大学　高田秀重教授
参加費　500円
Zoomにて視聴　※オンラインでの視聴が難しい方は丹
波市・ゆめタウン２階　市民プラザ会議室で視聴できま
す。（事前申込必須、６月12日必着）。
お申し込み・お問い合わせは下記まで
メール　plagomi@mbr.nifty.com 
TEL・FAX　0795-88-5617

　詳しくはHP http://plagomi.my.coocan.jp
をご覧ください。右の二次元コードからご覧
いただけます。またはGoogleの検索フォー
ムか、ブラウザ上部のアドレスバーにこのア
ドレスを入力してください。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第２０３８号 （６）２０２３年(令和５年)５月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

－752－ 神戸市立医療センター中央市民病院　消化器内科　医長 井上　聡子先生講演

潰瘍性大腸炎の治療

潰瘍性大腸炎とは
　炎症性腸疾患は、主に潰瘍性大腸
炎（以下UC） とクローン病を指
し、どちらも再燃と寛解をくりかえ
し、現時点では根治療法はない。近
年、本邦で急激に患者数が増加して
おり、とくにUCは、若年者に限ら
ず高齢発症もまれではないのが現状
である。
　UCは、下痢、血便、腹痛を主訴
とする。長期経過例では、炎症性発
癌が問題となる。寛解維持できてい
る症例でも、大腸癌発生のリスクが
あることに留意する。特に全大腸炎
型、慢性持続型、罹病期間が10年以
上の症例で発癌のリスクが高い。
UC関連腫瘍は、同時多発および異
時多発例が多いこと、通常の大腸癌
に比べて悪性度が高い癌の比率が高
いこと、内視鏡で発見しにくい形態
をとることから、発病８年後以降は
年１回の内視鏡検査が推奨されてい
る。
　UCは病変範囲から直腸炎型、左
側大腸炎型、全大腸炎型に分類され
る。治療は炎症の進展範囲と程度に
よって決める。

5-ASA製剤とステロイド
　UCの基本薬剤である５-アミノサ
リチル酸（5-ASA）製剤は、寛解導
入・維持ともに使用する。現在はサ
ラゾスルファピリジン（サラゾピリ
ン）、時間依存型徐放剤メサラジン
（ペンタサ）、pH依存型徐放剤メサ
ラジン（アサコール）、pH依存型徐
放剤＋MMX構造メサラジン（リア
ルダ）の４種がある。それぞれ放出
された5-ASAが腸管内に分布する領
域が異なるため、それを考慮して使
い分ける。
　ステロイドは、強い炎症抑制効果
によりUCの中心的薬剤であるが寛
解維持効果はなく、寛解導入のみに

使用する。ステロイド減量中あるい
は中止後すぐに再燃する症例（ステ
ロイド依存例）では、ステロイドを
長期投与するのではなく、あとに示
す薬剤を導入して、ステロイドを必
ず離脱する。副作用として感染症、
骨粗鬆症、高血糖、消化性潰瘍、不
眠症、満月様顔貌、ざ瘡、精神症状
などがあり、治療開始時にはこれら
の説明、対策をしっかり行うこと
が、次回の投与時に患者さんがスム
ーズに受け入れるためにも必要であ
る。
　5-ASA製剤とステロイドは、坐剤
や注腸といった局所療法が存在す
る。Ｓ状結腸や直腸など、遠位大腸
での炎症が持続する症例では、内服
治療に加えてこれらを併用する。と
くに注腸は、通常は見慣れない薬剤
であり、初めて使用する際には自分
でうまく注入できなかったり、すぐ
に漏れてしまったりして、患者さん
は拒否感を持ちやすい。しかし、注
腸ができるようになっておくと、生
涯にわたる疾患とのつきあいにおい
て、徐々に下痢や血便が増えてきた
ときに自分で注腸を追加して、炎症
をおさめることができる可能性があ
り、大きなメリットとなる。このた
め、局所療法を初めて行う際には、
使用法を丁寧に説明し、最初はうま
くできなくても当然であること、徐
々にできるようになる人が多いこと
を伝えておき、苦手意識をもたない
ように導入することが重要である。

免疫調節剤アザチオプリン（AZA）
　5-ASA製剤による維持治療で再燃
をくりかえす場合や、ステロイド依
存例の維持治療において、免疫調節
剤アザチオプリン（AZA）を使用す
ることが多い。AZAは効果が安定す
るのに１～３カ月かかるため、ステ
ロイド依存例で離脱するためには、
ステロイド減量中からAZA投与を開

始し、うまくスイッチできるように
調整する。
　東アジア人では約１％の人で、全
脱毛と高度の白血球減少が起こるこ
とが知られており、これはNUDT15
遺伝子多型に強い相関があり、AZA
を初めて投与する際には必ずこれを
調べる。これがCys/Cysの変異の場
合は上記副作用が必発であるため、
AZAを使用できない。また、AZAの
薬物代謝に関わる酵素は人種差、個
人差が大きいため、至適投与量が異
なる。WBC3500前後をひとつの目
安として投与量を決定し、しっかり
効果を発現させる。

新規薬剤が次々と承認
　UCにおいては新規薬剤が次々と
承認されており、ステロイド依存性
あるいはステロイド抵抗性といった
難治性UCに対する治療の選択肢が
大きく広がっている。
　カルシニューリン阻害剤であるタ
クロリムスは、効果発現が速やかで
強力な炎症抑制効果があり、重症例
の寛解導入治療に使用する。血中ト
ラフ濃度を測定して、投与量を決定
する。
　JAK阻害剤は、炎症性サイトカイ
ンの細胞内シグナル伝達に関わるヤ
ヌスキナーゼ（JAK）という酵素の
働きを抑制し、炎症のサイクルを止
めるという薬剤である。JAKは多数
のサイトカインのシグナル伝達に関
与しているため、JAK阻害剤は広範
囲に作用する。内服薬で、抗体製剤
ではないため、抗薬物抗体ができて
薬の効果が落ちる二次無効の心配が
ない。現在UCに対しては、トファ
シチニブ、フィルゴチニブ、ウパダ
シチニブの３種類が承認されてい
る。重症寄りの中等症に使うことが
多い。
　抗TNF-α抗体製剤は、炎症性サ
イトカインのTNF-αを直接ブロッ

クするため、TNF-αが炎症の主体
となっている症例においては、寛解
導入にも寛解維持にも有効である。
現在、インフリキシマブ（点滴）、
アダリムマブ（皮下注射）、ゴリム
マブ（皮下注射）が承認されてい
る。抗薬物抗体が産生されて二次無
効になる場合があり、注意が必要で
ある。
　抗IL-12/23p40抗体製剤（ウステ
キヌマブ）は、Ｔ細胞が分化するの
に関与するIL-12とIL-23を抑制し、
炎症のカスケードの始まりの方に作
用する。トランスジェニック法とい
う方法で製薬されており、抗薬物抗
体ができにくい。
　抗α４β７インテグリン抗体製剤
（ベドリズマブ）は、血管内を流れ
るＴ細胞が血管壁に接着して大腸粘
膜内に浸潤する際に働く、Ｔ細胞上
のα４β７インテグリンに結合し、
Ｔ細胞が粘膜内に浸潤して炎症を起
こすのを抑える。α４β７インテグ
リンの相手になるMADCAM-1は、腸
管の血管壁にだけ発現しているた
め、ベドリズマブは腸管選択的に作
用するといえる。ただし、粘膜内で
すでに強く起こっている炎症そのも
のを抑える薬剤ではないため、注意
が必要である。
　薬物療法以外に、患者さんの血液
を静脈から脱血して専用のカラムに
通し、活性化した顆粒球と単球を除
去する顆粒球除去療法と、外科的手
術がある。UCの手術は大腸全摘、
回腸嚢肛門（管）吻合術を行う。
　UCは生涯にわたる治療が必要で
あり、開始する薬剤の効果を充分に
発揮させるために、服薬、自己注
射、通院のコンプライアンスが重要
であり、そのための説明が必要であ
る。
（２月18日、薬科部研究会より、小
見出しは編集部）

協 会の 共済制度
春の共済募集
　　好評受付中！

もっと便利な積立制度

※サイバー保険もお問い合わせください！

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

ドクターに最適を提供します

協会の共済制度でドクターもスタッフも安心
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

「明石支部」接遇研修会
テーマ  心通わす接遇－患者さんの心和ます環境づくりのために－
日 時  6月24日（土） 午後2時～
会 場  アスピア明石北館8階ウィズあかし学習室801Ａ
講 師   元JALキャビンアテンダント 西岡 ひとみ氏
定 員  40人　参加費  1,000円（受講証を発行）

「神戸支部」接遇研修会
テーマ  心通わす接遇－患者さんの心和ます環境づ

くりのために－
日 時  7月8日（土） 午後2時30分～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   社会保険労務士、株式会社マザーリーフ代表取締役

榊原 陽子氏
定 員  50人　参加費  1,000円（受講証を発行）

「北播支部」市民公開講座
テーマ  地域から考える「食の安全保障」
日 時  7月22日（土） 午後2時～
会 場   小野市うるおい交流館エクラ市民交流ホール

（オンライン併用）
講 師   東京大学大学院教授 鈴木 宣弘先生

「西宮・芦屋支部」リスクマネジメント研究会
テーマ  薬剤疫学と薬物療法リスクマネジメント
日 時  6月17日（土） 午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   京都大学名誉教授 福島 雅典先生　定 員   70人

国際部　講演会
テーマ  日本政府の誤った移民・入国管理政策と外国人差別
日 時  7月8日（土） 午後5時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   移住者と連帯する全国ネットワーク 鳥井 一平氏

「但馬支部」在宅医療点数学習会
日 時  6月24日（土） 午後2時30分～
会 場   アイティ7階 豊岡市民プラザ／市民活動室Ｃ

（オンライン併用）
講 師   ちば内科・脳神経内科クリニック 千葉 義幸先生
来場定員  35人　参加費  1,000円（テキスト代）

「明石支部」保険請求事務講習会
日 時  7月23日（日） 午前10時～
会 場   アスピア明石７階学習室701（オンライン併用）
来場定員 40人　参加費  7,000円（受講証を発行）

「北播支部」支部総会記念講演会
テーマ  保険証廃止の問題点とマイナンバーカード

普及策の危険性
日 時  6月24日（土） 午後3時30分～
会 場   料理旅館 滝寺荘（オンライン併用）
講 師   日本弁護士連合会情報問題対策委員会副委員長

坂本 団弁護士

6
月
の
診
内
研

第598回診療内容向上研究会

小児科の9割はこれで解決！
～かぜ・胃腸炎の正しい診かた～
日 時  6月3日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
　　　 ※講師は来場せず現地からZoomによる講演となります。
　　　※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いしておりま

すが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご来場ください。

講 師   兵庫県立丹波医療センター 小児科医長 岡本 光宏先生

無 料

申し込み 右のURLまたはQRコードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://onl.bz/3hVUznr 078-393-1820FAX

来場参加 ※Zoom視聴が困難な方等Zoom視聴のお申し込み

歯科定例研究会
テーマ  歯科在宅医療の現在（仮）
日 時  7月2日（日） 午後2時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   日本歯科大学大学院生命歯学研究科

臨床口腔機能学教授 菊谷 武先生

歯科の行事
「北阪神支部」税務経営研究会「インボイス制度学習会」
日 時  6月3日（土） 午後3時～
会 場   いたみホール3階大会議室
講 師   神戸共同経理事務所 大嶋 誠税理士

県下各地の行事

「淡路支部」ミニ勉強会
日 時  6月13日（火） 午後8時30分～
会 場    （リモートミーティング）　 話題提供  粟田 哲司先生

「尼崎支部」職員接遇研修会
テーマ  押さえておきたい！withコロナでの接遇

のポイント－クレーム対応も含めて－
日 時  6月17日（土） 午後2時30分～
会 場  尼崎商工会議所702会議室
講 師   マネジメントコンサルタント 松田 幸子氏
参加費  1,000円（受講証を発行）

今後の研究会・行事予定

「第599回」
テーマ  臨床推論におけるキーフレーズとミミッカー
日 時  7月22日（土） 午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   京都大学大学院医学科研究科医療経済学分野博士課程

長野 広之先生

診療内容向上研究会

医院経営研究会　第432回例会
テーマ  パソコン記帳講座
日 時  7月22日（土） 午後2時30分～
会 場   神戸市産業振興センター8階ソフトウェア研修室
講 師   協会税務講師団 田中 雄司税理士 

PCインストラクター 花房 孝英氏
定 員  15人（先着順）
参加費  7,000円（医経研会員はPC使用料1,000円）

薬科部　研究会
テーマ  がん疼痛へのオピオイド鎮痛薬の使い分け
日 時  7月29日（土） 午後4時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   神戸大学医学部付属病院緩和支持治療科特命教授

山口 崇先生
来場定員  40人　参加費  1,000円（会員無料）

その他 研究会・セミナー

小児科外来を受診する小児の多くがウイルス性上気道炎、ま
たはウイルス性胃腸炎である。特別な治療を必要とせず、自
然治癒するこれらの疾患を「かぜ」と定義するなら、小児科
診療の約9割が「かぜ診療」と言える。かぜ診療に自信を持
てば、小児科外来の9割を問題なく対応できる。しかし逆に
言えば、小児科診療の1割はかぜではないということも重要
である。発熱、咳嗽、鼻汁、下痢、腹痛、嘔吐、これらのあ
りふれた症状のすべてをかぜと判断していれば、小児科外来
の1割で重大な失敗をしてしまうだろう。小児科外来で診療
するためには、かぜなのか、かぜではないのかを明確に区別
できなければならない。本講義では、小児のかぜ診療のロジ
ックを提案する。 【岡本 記】

スタッフのモチベーションUPで
チーム力UP
日 時   6月15日（木）　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
講 師   桂労務社会保険総合事務所 桂 好志郎社会保険労務士
対象者  院長の「パートナー」のみなさま
定 員   30人

第11回 院長のパートナーのみなさまのための懇談会

無 料

078-393-1802FAXお申し込み

第431回 医院経営研究会

日常記帳基礎講座
日 時  6月24日（土）　午後2時30分～5時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師  協会税務講師団 田中 雄司税理士　参加費  3,000円（医経研会員は無料）

入会随時受付

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3GNGIZS

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

医院のお金の動きを
基礎から学ぶ！ 
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兵庫県保険医協会

元町駅から南徒歩10分兵庫県農業会館向かい
神戸市中央区海岸通１丁目２－３１　神戸フコク生命海岸通ビル
　お問い合わせは 078－393－1801☎

兵庫県保険医協会
会　場

申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

これからの研究会・行事のご案内
薬科部研究会

無 料

会 員

慢性の痛みと薬物療法の選択
日 時  6月10日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師  愛知医科大学医学部 疼痛医学講座教授 牛田 享宏先生
来場定員   40人

※ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため必ず事前にお申し込みく
ださい。お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

参加費  1,000円

慢性の痛みは、生物学的な問題だけでなく、心理社会的な要因が大きく
関与して発症および維持されている。従って、治療法の選択にあたって
は、病態を包括的かつ多角的に分析し、痛みを完全に止めるのではな
く、患者が慢性の痛みの病態を理解し、痛みがあっても活動を継続でき
るような体力づくりを促すリハビリテーション的な指導が重要となる。
薬物療法においては、患者の痛みのタイプや原因によって最適な薬物が
異なるため、適切な薬物を選択することが効果的な治療につながるが、
その際は疼痛メカニズム（侵害受容性疼痛、神経障害性疼痛、痛覚変調
性疼痛）を考慮した選択を行う事が必要となる。また、薬物療法と併用
して、教育やリハビリテーション、生活習慣の改善などの非薬物療法も
検討することが、慢性疼痛の総合的な治療において有益である。 
 【牛田 記】

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://bit.ly/3GODS76

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

反核・平和部、反核医師の会、文化部共催

申し込み
URLまたはQRコードからお申し込みください。

https://onl.sc/6pWtzAf

078-393-1802FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

落語家＆弁護士が語り継ぐ『大阪空襲』
～空襲の悲劇、そして「防空法」とは…？

落語＆トークの夕べ

日 時  6月10日（土）　午後5時～7時（午後4時30分開場）
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
出 演  

後 援   兵庫県／神戸市／神戸新聞社／朝日新聞神戸総局／
  読売新聞神戸総局／毎日新聞神戸支局／産経新聞社／
  サンテレビジョン／ラジオ関西

無 料

京都市生まれ。大阪大学法学部卒。2002年弁護士登録（大
阪弁護士会）。大阪空襲訴訟では戦時中の国策を解明。取
材調査や国立公文書館での資料収集を行う。著書に『検証
防空法』（共著）、『大阪空襲訴訟は何を残したのか』（同）、
『逃げるな、火を消せ―戦時下トンデモ防空法』など

大
お お

前
ま え

 　治
お さ む

さん

大阪府豊中市生まれ。1982年2代目桂春蝶に入門。「桂
蝶六」を名乗る。2015年「三代目 桂花團治」襲名。大
阪府保険医協会発行の『大阪保険医雑誌』に『口（らく
ご）は賑わいのもと』を連載中。近年は、「戦争を伝え
るための落語」の制作にも精力的に取り組んでいる。

桂
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078-393-1802FAX

医科 ☎078-393-1817 杉本／歯科 ☎078-393-1809 本田まで
お申し込み・お問い合わせは

お申し込み

新規開業医研究会

最低限知っておくべき新規指導対策、
保険請求、税務経営の基礎知識

日 時  7月23日（日）　午前10時～午後5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
参加費   5,000円（昼食・資料代含む）

（午前） ［１］新規個別指導対策　［２］保険診療と保険請求の要点

（午後） ［３］新規開業に必要な税務の知識　［４］開業時の労務
テーマ

勤務医のための開業実現セミナー

理想を実現する新規開業
日 時  7月8日（土）　午後2時30分～6時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室
参加費  会員 2,000円　　会員外 6,000円

第1部
2時30分～

○私の開業体験　開業医の診療と経営の実際
　西宮市・さかお内科・消化器内科 院長　坂尾 将幸先生
①開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント
　（株）日本医業総研コンサルティング部 副部長　山下 明宏氏
②開業資金の作り方と経営が立ち上がるまでの収支
　日本経営ウィル税理士法人 医療事業部 次長　小松 裕介氏

第2部
3時40分～

078-393-1817 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

初級歯科助手講座
日 時  6月11日（日）　午前10時～午後4時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
内 容   「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」、「麻酔・投薬・歯周疾患」、

「診療ワークの基礎（院内感染防止対策等）・外科・口腔内装置」、
「患者接遇とコミュニケーション」

定 員  50人（受講証を発行・医療法の規定および歯初診の職員研修）
参加費   6,000円（テキスト「デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンド

  ブック」・資料「修了証書」・弁当・お茶代含む）

兵庫県保険医協会歯科部会

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」
施設基準研究会

日 時  6月25日（日）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師  甲南医療センター歯科口腔外科 部長 古土井 春吾先生
定 員  80人
参加費   1,000円（受講証当日発行します）

第1部「歯初診」

第2部「外来環」「歯援診」「か強診」施設基準対応研修
テーマ

兵庫県保険医協会歯科部会

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

会員歯科医師
限　定


